
夫婦別姓制度の導入に反対する意見書 

 

 女性の社会進出が進み、結婚後も同じ姓で仕事を続けたいと望む女性が増えた

ことなどを背景に、個人の意思を尊重し、男女平等を推進する立場から、国にお

いては、現在、民法改正による夫婦別姓制度の導入が検討されている。 

 しかし、三世代同居の減少や犯罪の低年齢化など、家庭を取り巻く環境の変化

に加え、夫婦別姓制度が導入されることになれば、親子別姓をもたらし、家族の

絆を弱めることにつながるとともに、子どもに与える影響も計り知れないものが

あり、我が国の将来に大きな禍根を残すことになると危惧するものである。 

 自助努力による家族介護や家庭教育の重要性が叫ばれる今日においては、むし

ろ社会の基盤となる家庭や家族の一体感を再認識するとともに、家族の絆を強化

していく必要がある。また、夫婦別姓制度の導入に対する世論も分かれており、

国民的合意には程遠い状況にある。 

 よって、国会並びに政府におかれては、婚姻制度や家族のあり方に重大な影響

を及ぼし、社会的混乱を招く恐れのある夫婦別姓制度を導入することのないよう

強く要望する。 

 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 
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